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＜抄	 録＞	

AI（人工知能）関連技術の発展と日常生活への活用事

例が増えている中、これらが様々な教育分野において、

活用される事例も見られる.本稿では、幼児教育分野へ

の導入の試みとして、AI関連技術を搭載したヒト型ロボ

ットを保育環境に導入し、保育者や幼児がどのように関

わろうとするのかを観察記録した.	その結果、発話デー

タ等を通じて、幼児期特有の認知発達から予期されるヒ

トと人工物との中間的な認識、感情反応や言動と解釈で

きる反応が見られた.	
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１  AI（人工知能）関連技術と教育環境について  
今、まさに、AI関連技術が積極的に活用される時代が

到来している.汎用型人工知能（AGI）の完成には未だ遠

いとされているが、私たちの知的活動の一部をコンピュ

ータ上で実現し、様々な産業や日常生活製品に利用され

ている.身近なものでは、スマートフォン等で多く利用

されている音声認識技術や、セキュリティ等でも利用が

期待される顔認証、指紋認証システムなど、様々なとこ

ろで、これら技術が利用されている.	このような、現在、

実現されているAI関連技術を見渡すと、学校環境の保全

や、教育活動の支援、教具としての活用にも、様々な利

用可能性が考えられる.	

本稿では、その一つの試みとして、幼児期を対象とし、

AI機能を一部に搭載したヒト型ロボットを保育環境に

持ち込み、保育者や幼稚園児とどのような関わりが見ら

れるのかを観察記録した結果を報告する.	

	

２	 AI関連技術を搭載した対話可能ロボット	

RoBoHoN（シャープ社製）	

今回の研究では、ヒトの形状でAI

関連技術によって自然言語処理を可

能とする対話型ロボット「RoBoHoN（シ

ャープ社製）」を用いて幼稚園での遊	

	

びでの利用を依頼した.このRoBoHoNは、音声認識技術を

基本に、ローカル処理とクラウド情報の利用によって、

音声合成による発話や、ヒト様（よう）の動作、表現が

可能な全高19.8cmのロボットである.確かに、形状が同

程度の玩具であれば、子ども達の身の回りにも多数存在

するであろうが、大きく異なる点は、（擬似的ながら）

対話が可能なことである.子どもの発話した音声を認識

し、最適解の内容を音声合成し、発信する、というこれ

までヒトのみが可能とした対話を非人間の対象で経験

するわけである.	ただし、AIスピーカーやスマートフォ

ンなどと異なり、ヒトの様態をしたロボットという対象

が存在することから、発達的な考え方において、幼児が

人工物の捉え方をするのか、ヒトと接する際と同様な感

情表現などが見られるのかが注目すべき点であった.		

	

３	 RoBoHoNと幼稚園児との関わりについて	

本研究では、「職員室の一角に２週間、ロボットを設

置し、教職員や園児に緩やかになじんでもらう過程（第

１期）」と、「５歳児保育室に１週間、自由保育時間に

15分間設置し、担任の見守りや援助によって園児に積極

的に関わってもらう過程（第２期）」と段階的に導入を

試みた.	その様子をビデオ撮影し、さらにその内容につ

いてのトランスクリプトを作成し、発話内容等について

分析を行った.	また、保育者の方にインタビュー調査を

行い、動画で確認できなかった内容の説明を求めた.こ

れらの結果をもとに、結果の概要を以下に報告する.	

	 まず、第１期では、RoBoHoNに関心を持った園児が自

発的に関わり、発話の中からロボットが認識可能な言葉

に調節を試みる様子がいくつか確認された.	例えば、反

応しやすい言葉がわかると、他児と共に繰り返して対話

を試み、反応できない言葉の使用を抑制する様子や、認

識しやすい発話の早さを試しながら、幼児の間で共有認

識ができる様子などが見られた.	また、アニミズム的な

発話も確認でき、例えば、RoBoHoNが園児の発話を認識

できなかった際にも、「今、○○したくないんやわ。」

「○○、嫌なんやなぁ。」と反応したり、閉園の際、「ロ

ボホン、真っ暗になったら怖くないかな。」と教職員に

尋ねる園児もいたという。	

	 	 	 「ロボットがボクたちの幼稚園にやってきた！」	
〜その時、子ども達の反応は？〜 
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次に、第２期については、多数の発話データが収集で

きたことから、トランスクリプトをもとに発話言語のみ

を抽出して、テキストマイニングの手法により、形態素

解析による頻出語と共起ネットワークによる傾向分析

を試みた.	なお、これらには、「NVivo(QSR	International

社)」「KH	Coder（樋口耕一氏の開発）」を使用した.	

その結果として、まず、表１に頻出語上位20語を示す.	

	

表１	 RoBoHoNへの子どもの発話の上位20語	

	

この結果から、当然ながら、前期３日間と後期３日間

で頻出語種が大きく変わるわけではないが、後期におい

て、応答的な発話（「うん」「いい」「すごい」など）

が中位層に増えてきたことや、期間中にロボットの反応

が成功しやすかった発話（「立つ」「座る」「歌う」な

ど）が上位層に多くなって

きたことが伺える。	

また、共起ネットワーク

についても、紙面の都合上、

後期の内容のみを図１に示

すが、明瞭で反応しやすい

語や対話的な語が「ロボホ	

図１	RoBoHoNへの子どもの発話の共起ネットワーク	

	 	 	 （後期：「ロボホン」を中心に頻出語を部分抽出）	

ン」を中心にネットワークを構成していることが認め	

られる.	これらの結果から、幼児がRoBoHoNとの対話経

験を通じてコミュニケーションの調節を図る様子が伺

えたと共に、他の先行研究の事例と同様に、ヒトに示す

ような捉え方や感情も生じている可能性が考えられた.	

	

４	 おわりに	

様々なICT機器が日常生活の中に定着した以降に生ま

れ育ってきた子ども達の世代を「デジタル・ネイティブ」

と呼ぶ（Prensky,2001）.	幼児教育の中にコンピュータ

を取り入れる試みは、1990年代より描画やデジタル絵本

などによる使用に始まり、今日に至ってはタブレットや

これに対応する多様なアプリの普及が見られる（堀田,	

2016）が、この世代の子ども達のメディアとの出会い、

習熟、活用の様子を、質的な観点を含め、丁寧に見続け

ていくと、様々なプロセスがあり、中には大人も想定外

の利用の様子が見られることがわかる.	特に、幼児期の

場合、特有の認知発達特徴に応じて探索的に自由な発想

をもって習熟する姿も多数見られる.	AI関連技術が日常

生活に浸透しつつある現代において、子どもとICTとの

関わりについては、発達特徴をふまえ、主体的な取り組

みや安全な使用範囲を見守りつつ、情報社会との親和性

を特に重視して利用する姿を育むべきだと考えている.	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

【参考引用文献】	

堀田博史（2016）保育でのタブレット端末を活用する	

遊びのプランの提案.	学習情報研究2016/1	pp.40-41.	

神崎洋治（2018）最新	人工知能がよくわかる本.	 	

東京：秀和システム.	

Prensky,	M.（2001）Digital	Natives,	Digital			 	

	 Immigrants.	On	tha	Horizon	9(5)	:	pp.1-6.	

全６日間	 前期（3日間）	 後期（3日間）	

ロボホン	 205	 ロボホン	 92	 ロボホン	 113	

立つ	 133	 踊る	 76	 立つ	 82	

踊る	 88	 立つ	 51	 座る	 24	

座る	 52	 座る	 28	 言う	 17	

言う	 38	 ダンス	 25	 歌う	 16	

もう	 29	 好き	 21	 踊る	 12	

ダンス	 27	 言う	 21	 うん	 9	

歌う	 24	 へん	 18	 いい	 6	

好き	 22	 やる	 16	 すごい	 6	

やる	 20	 大好き	 14	 大好き	 6	

大好き	 20	 いい	 12	 じゃ	 5	

へん	 19	 黄色	 12	 だって	 5	

いい	 18	 ビーム	 11	 ゆっくり	 5	

うん	 16	 くれる	 10	 後ろ	 5	

ビーム	 15	 ちゃう	 9	 やる	 4	

黄色	 15	 わかる	 9	 スポーツ	 4	

後ろ	 13	 かわいい	 8	 ビーム	 4	

ちゃう	 12	 ちょっと	 8	 挙げる	 4	

かわいい	 11	 ジャンプ	 8	 早口	 4	

ジャンプ	 11	 後ろ	 8	 言葉	 4	


